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公表日 ２０２６年１月３０日 

 

 

発達支援ルーム そらまめ２ 

 

 

放課後等デイサービス評価表集計結果 報告書 

先に実施したアンケート調査について集計した結果を報告いたします。   
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１．アンケートの種類   

① 保護者向け放課後等デイサービス評価表（無記名式） 

② 事業者向け放課後等デイサービス評価表（無記名式） 

 

２．目的  

「放課後等デイサービスガイドライン」に基づき、1 年に１回、事業者向け、保護者向けの自己評価（アンケート）

にご回答いただき、その結果を踏まえて事業運営の改善を図るため。  

 

３．調査期間  

 2025 年 9 月 16 日 ～ 2025 年 12 月 12 日   

 

４．調査対象   

①放課後等デイサービスそらまめ利用者（69 人） 

②放課後等デイサービススタッフ（7 人） 

 

５．回収状況  

①利用者回答  回収数：56 票(内 無効票 0) 有効回収数：56 票  有効回収率：82％  

②スタッフ回答 回収数：7 票(内 無効票 0) 有効回収数：7 票   有効回収率：100％ 
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６．保護者様向け：放課後等デイサービスアンケート結果表 

 

 

 

 

問 とても すこし あまり 全然 分からない

①お子様の遊ぶ場所や学ぶ場所の大きさは十分だと思われますか。 42.9% 44.6% 5.4% 1.8% 5.4%

②スタッフの人数または専門知識は足りていると思われますか。 71.4% 21.4% 0.0% 0.0% 7.1%

③事業所の設備等の配慮が適切になされていると思われますか。 62.5% 25.0% 1.8% 0.0% 10.7%

④お子様や保護者様のニーズや課題が客観的に分析されていると思われ

ますか。
58.9% 30.4% 5.4% 0.0% 5.4%

⑤お子様と保護者様のニーズや課題に合わせて活動プログラムが提供さ

れていると思われますか。
62.5% 30.4% 1.8% 0.0% 5.4%

⑥支援の内容、ご利用者負担等について丁寧な説明がされたと思われま

すか。
71.4% 23.2% 3.6% 0.0% 1.8%

⑦お子様の状況や課題についてスタッフからの報告は十分と思われます

か。
64.3% 26.8% 5.4% 1.8% 1.8%

⑧保護者様に対しての面談や、家庭内での療育的なアドバイスはあると

思われますか。
52.7% 30.9% 7.3% 3.6% 5.5%

⑨お子様や保護者様からのご意見について迅速かつ適切に対応している

と思われますか。
67.9% 19.6% 3.6% 1.8% 7.1%

⑩ホームページ等での情報発信は十分だと思われますか。 42.9% 23.2% 3.6% 0.0% 30.4%

⑪そらまめは、お客様の個人情報保護に十分注意していると思われます

か。
64.3% 7.1% 5.4% 0.0% 23.2%

⑫そらまめの緊急時対応、防犯について、十分だと思われますか。 44.6% 21.4% 3.6% 1.8% 28.6%

⑬そらまめが行う感染対策は十分だと思われますか。 39.3% 25.0% 8.9% 0.0% 26.8%

⑭非常災害の発生に備えた定期的避難訓練等は十分だとおもわれます

か。
39.3% 19.6% 5.4% 1.8% 33.9%

⑮お子さまは通所を楽しみにしてらっしゃいますか。 75.0% 23.2% 0.0% 0.0% 1.8%

⑯そらまめが行うお子様への支援に満足してらっしゃいますか。 78.6% 19.6% 0.0% 0.0% 1.8%

⑰長期休業の活動内容（夏休みなど）に満足してらっしゃいますか 64.3% 21.4% 3.6% 0.0% 10.7%
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７．そらまめの活動の中で、お子様の好きな活動はありますか 

1. お楽しみ会、土曜日の活動、フリータイム。 

2. 公園遊び、レジン、ごっこ遊び(ぬいぐるみ) 

3. マイクラ等のゲーム 

4. 皆で外食へ行くこと 

5. 体を動かして帰ってきた日は、楽しそうに反して教えてくれることが多いです。 

6. ゲーム、すし。 

7. 外出(遠足)。 

8. ゲーム。 

9. ゲーム。 

10. 先生との遊び。 

11. 外食。３月の操業おおでかけ。 

12. 毎回何をして過ごそうか、迷っている様子です。 

13. 公園等での外遊び。おいかけっこ。長期休みの外食。 

14. ゲーム、料理。 

15. 公園遊び、制作。 

16. お楽しみ会。 

17. 制作など。 

18. 公園、おやつ作りなど。 

19. 公園で遊ぶ。 

20. お菓子作りやゲーム、買い物など。 

21. 工作、ゲーム、運動。 

22. お買い物や外食。 

23. 食べることが大好きなので、流しそうめんは本当に楽しかったそうです。 

24. ゲーム、制作活動。 

25. ゲーム、色えんぴつを使い制作など 

26. ボーリングや買い物など、外部に出て行う活動。 

27. バス、電車ににって行く外活動。 

28. 手作りスイーツ。 

29. ゲーム。 

30. お楽しみ会(ゲームなど)。 

31. 絵具、公園。 

32. どこかへ出かけるのが特別感があって特にすきなようです。 

33. 友だちと話す事。 

34. 土曜日のソーシャルスキルクラブ。 
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８．そらまめに取り組んでほしい活動はありますか 

1. 学校に送迎が出来たらよりありがたいです。 

→ 車両台数や人員体制に限りがあり、ご希望に沿えず申し訳ございません。今後も安全面を最優先にしながら、

可能な支援のあり方について検討を続けていきます。 

 

2. 天気や気温がほどよい日に公園に連れて行ってもらえると助かります。 

→ 季節や体調に配慮しながら、外遊びを通して体力づくりや気分転換、集団での関わりを育む活動を取り入れ

ていきます。 

 

3. みんなでおやつをつくる。 

→ 手順理解や役割分担、達成感を大切にしながら、おやつ作りを療育活動として取り入れていきます。 

 

4. 動物とのふれあい。 

→ 命への関心や情緒面の育ちにつながる活動として、イベント企画の参考にさせていただきます。 

 

5. 工場見学などへの見学。 

→ 社会体験や公共マナーを学ぶ機会として、今後のイベント活動の参考にさせていただきます。 

 

6. プールや川遊び。 

→ 安全面に十分配慮した上で、季節行事としてのイベント活動の参考にさせていただきます。 

 

7. プログラミング。 

→ 論理的思考や達成感を育む体験として、楽しみながら参加できる活動を検討していきます。 

 

８．学習支援。 

→ 本人の得意・苦手を把握しながら、無理のないペースで学習への取り組みを支援していきます。 

 

９．ゼリー作り。 

→ 調理活動の一環として、感覚体験や手順理解につながるおやつ作りに取り入れていきます。 

 

10．たくさん体を動かしてほしいです。 

→ 遊びを中心とした運動に加え、ストレッチや体幹トレーニングなども取り入れ、楽しみながら身体づくりができ

るよう支援していきます。 

 

11．学習を 20 分～30 分取り入れて欲しい（特に宿題を見て欲しい）。 

→ 集中できる時間や本人の状態に配慮しながら、学習習慣づくりを目的として支援していきます。 

 

12．運動面の能力向上。 

→ 勝ち負けや達成感を経験できる遊びを通して、自然な形で運動能力の向上を図っていきます。 
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13．運動、ポケカ。 

→ 身体を動かす活動とあわせて、カードゲームを通したルール理解や対人関係づくりの支援を行っていきます。 

 

14．スーパーなどでの個別の買い物学習。 

→ 金銭理解や社会的マナー、選択する力を育む機会として、生活体験型の活動を取り入れていきます。 

 

15．手作りスイーツ、キーホルダー作りなど女の子が好きそうなキラキラした工作。 

→ 手先の巧緻性や自己表現を大切にしながら、創作活動として楽しく取り組める内容を取り入れていきます。 

 

16．今までで十分です。今後ともよろしくお願いいたします。 

→ 温かいお言葉をありがとうございます。今後も安心して過ごせる居場所づくりに努めていきます。 

 

17．家族観での賛否がありそうですが、相互の情報交換会など家族を含めた活動は難しいでしょうか。 

→ ご意見ありがとうございます。参加しやすい形や方法について、今後検討を行っていきます。 

 

18．買い物や料理など生活に必要なことを楽しく経験できるようなので続けてほしいです。 

→ 生活力の向上を目的に、楽しみながら経験できるイベントや活動を今後も継続していきます。 
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９．ご意見 

1. いつも子どもたちを第一として考え、行動してくださるスタッフの皆様には感謝しかありません。今後ともど

うぞよろしくお願いします 

→ 温かいお言葉をありがとうございます。今後も子どもたち一人ひとりの安心と成長を大切にしながら支援を

行ってまいります。 

 

2. 子どもたちの困りごとや良い面をよく把握して、教えて下さり、長期的に関わって下さることが親にとっても

大変ありがたく、感謝しております。 

→ 日々の関わりの中で、お子さまの困りごとだけでなく強みや良い面にも目を向け、保護者様と共有しながら

長期的な視点で支援を行っていきます。 

 

3. いつもよく見ていただきありがとうございます。今後ともよろしくお願いします。 

→ 車両や人員体制の都合上、すべてのご要望にお応えすることが難しい状況ですが、安全面を最優先に、今後

も検討を続けていきます。 

 

4. 自宅までの送迎があればありがたいです。 

→ 車両や人員体制の都合上、すべてのご要望にお応えすることが難しい状況ですが、安全面を最優先に、今後

も検討を続けていきます。 

 

5. あと２回いけたら利用したいと本人話しています。楽しみしているので終了したら自分の落ち着ける居場所作

りができるのか高校卒業後の人との関わり方が上手くできるように見守り相談相手になっていただけるようお

願いします。 

→ 残りの利用時間も大切にしながら、本人が安心して過ごせる経験を積み重ねていきます。また、将来を見据

えた人との関わり方についても、見守りや相談対応を通して支援していきます。 

 

6. Wi-fiがもし使用できるようでしたら、ipadを使用して興味のある台風についての調べ学習がしたいと息子から

の希望です。 

→ 本人の興味関心を大切にし、調べ学習を通して知的好奇心や学ぶ意欲につながる活動について、環境面も含

めて検討していきます。 

 

7. いつも大変お世話になっております。季節に応じたイベント等その都度考えていただき、楽しく参加させてい

ただいております。なかなか難しいかもしれませんが長期休業中の利用を時間がもう少し長く(遅く)なると、

仕事の都合上助かります。 

→ ご家庭のご事情を踏まえたご意見として受け止め、運営体制を考慮しながら今後の参考にさせていただきま

す。 

 

8. 毎回、今日の活動はなんだろう？と楽しみにしています。楽しい企画をありがとうございます。 

→ 楽しみに通っていただけていることを大変うれしく思います。今後も見通しを持ちながら参加できる活動づ

くりを行っていきます。 
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9. スタッフさんとゲーム等、とても楽しく過ごしています。駐車場(送迎時)に止められない時があり、困る日も

ある。学習が不足しているため、少しだけ学習も一緒に行ってほしいです。 

→ 遊びを通した関係づくりを大切にしつつ、集中できる時間や本人の状態に合わせて、学習にも無理なく取り

組めるよう支援していきます。駐車場が狭くご不便をおかけしております。速やかな引き渡しを方法を模索し

ていきます。 

 

10. 子どもはそらまめが好きでスタッフの方々も良い人が多く居場所づくりという面ではすごく助かっている。た

だ、療育としてみると活動ひとつひとつがどのように役立っているのかはあまり見えてこない部分が多い。特

に夏休みの外食がかなり多く、こどもは楽しみにしていたが、毎回かなりの出費とカロリーで少しびっくりし

た。お弁当と言う選択肢もあるが、子どもはみんなが行くってならばいきたくなってしまうので、毎週外食と

かではなく、みんなで料理をするなど少し工夫があったらと思う。 

→ 貴重なご意見をありがとうございます。活動一つひとつに療育的なねらいを持って取り組んでいますが、今

後はその意図がより伝わるよう工夫していきます。また、外食についても頻度や内容を見直し、調理活動など

バランスの取れた体験を取り入れていきます。 

 

11. いつも温かくご支援いただき、ありがとうございます。土曜日に運動やポケカをやっていただきましたが、運

動だけだと本人が行き渋りそうなので、運動＋αお楽しみ活動だと喜んでいけると思います、ぜひ、ご検討を

お願いします。 

→ 本人の意欲につながるよう、運動に楽しみ要素を組み合わせた活動構成を今後も検討していきます。 

 

12. 活動の最後のチェックをしてもらえるとありがたいです。(声掛け)。外出先でも、バス電車のおありる時、食

事後の席をたつ時などもチェックをしてもらえたらと思います。 

→ 本人の意欲につながるよう、運動に楽しみ要素を組み合わせた活動構成を今後も検討していきます。 

 

13. 毎週とても楽しく通所しています。いつもありがとうございます。 

→ 楽しく通っていただけていることを励みに、今後も安心できる居場所づくりを続けていきます。 

 

14. いつもありがとうございます。 

→ 日頃よりご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。 
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10．今後の課題(保護者向け) 

※改善点 （評価アンケートのあまり・全然・分からないもの 10％を超えているものを抜粋している） 

問１.お子様の遊ぶ場所や学ぶ場所の大きさは十分だと思われますか。  

→ 利用人数や活動内容に応じて空間の使い方を工夫し、落ち着いて過ごせる環境づくりに努めています。混雑が予

想される時間帯には、活動の分散やスペース配分を調整し、お子様一人ひとりが安心して活動できるよう環境調整

を行っていきます。 

 

問４.お子様や保護者様のニーズや課題が客観的に分析されていると思われますか。 

→ ご家族からの主訴やご要望を丁寧に伺い、日々の支援記録や学校での様子も踏まえながら、職員間で検討を行っ

ています。多角的な視点でアセスメントを行い、お子様一人ひとりに合った支援につなげています。 

 

問８. 保護者様に対しての面談や、家庭内での療育的なアドバイスはあると思われますか。 

→ 定期的な面談や日々のコミュニケーションを通して、お子様の成長や課題を共有しています。ご家庭での関わり

方や声かけについても具体的にお伝えし、保護者様と連携しながら一貫した支援が行えるよう努めています。 

 

問 9. お子様や保護者様からのご意見について迅速かつ適切に対応していると思われますか。 

→ お子様や保護者様からのご意見を大切に受け止め、できる限り迅速に職員間で共有・検討しています。より良い

支援につなげるため、状況に応じて対応方法を見直し、継続的な改善を行っていきます。 

 

問 10. ホームページ等での情報発信は十分だと思われますか。 

→ ブログや SNS を通じて、活動の様子や取り組みを発信しています。日々の支援内容が見える形で伝わるよう工夫

し、保護者様に安心していただける情報提供を心がけています。 

 

問 11. そらまめは、お客様の個人情報保護に十分注意していると思われますか。 

→ 個人情報保護方針を明確にし、適切な管理を徹底しています。お子様やご家族の大切な情報を守ることを支援の

基盤と考え、法令やガイドラインに基づいた運用を継続しています。 
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問 12. そらまめが行う感染予防対策は十分だと思われますか。 

→ 手指消毒や室内換気、加湿、マスク着用などの基本的な感染予防対策を日常的に行っています。 

季節や感染状況に応じて対策を見直し、職員への研修も定期的に実施することで、安心して通所できる環境づくり

に努めています。また、感染予防に関する取り組みについては、ブログやインスタグラム等を通じて情報発信を行

い、保護者の皆様にも状況や対応を共有しています。 

 

問 13  そらまめの緊急時対応、防犯について、十分だと思われますか。 

→ BCP（事業継続計画）に基づき、緊急時対応や防犯に関する研修を定期的に行っています。職員間で役割や対応

手順を確認し、お子様の安全を最優先にした支援体制の構築に努めています。また、緊急時対応に関する取り組み

や訓練の様子については、ブログやインスタグラム等で発信し、保護者の皆様に分かりやすくお伝えしています。 

 

問 14  非常災害の発生に備えた定期的避難訓練等は十分だとおもわれますか。 

→ 非常災害の発生を想定し、定期的に避難訓練を実施しています。繰り返し訓練を行うことで、お子様が落ち着い

て行動できるよう支援し、職員も適切な対応が取れるよう備えています。避難訓練の実施状況や取り組み内容につ

いては、ブログやインスタグラム等で情報発信を行い、施設の安全対策を共有しています。 

 

問.17 長期休業の活動内容（夏休みなど）に満足してらっしゃいますか。 

→ 長期休業中は、生活リズムを意識しながら、遊びや体験を通して社会性や自己選択の力を育める活動を取り入れ

ています。お子様一人ひとりが安心して参加でき、成功体験を積み重ねられるよう配慮した活動を提供していま

す。また、長期休業中の活動の様子については、ブログやインスタグラム等を通じて情報発信を行い、保護者の皆

様に活動内容やお子様の様子が伝わるよう努めています。 
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11．事業所向け：放課後等デイサービスアンケート結果表 

 

① 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切であるか 1 3 1 2

② 職員の配置数は適切であるか 6 1

③ 事業所の設備等について、バリアフリー化の配慮が適切になされているか 1 1 5

④ 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画し

ているか
6 1

⑤ 保護者等向け評価表を活用する等によりアンケート調査を実施して保護者等の意向等を

把握し、業務改善につなげているか
6 1

⑥この自己評価の結果を、事業所の会報やホームページ等で公開しているか 6 1

⑦職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保しているか 6 1

⑧アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、

放課後等デイサービス計画を作成しているか
6 1

⑨ 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用してい

るか
4 3

⑩活動プログラムの立案をチームで行っているか 7

⑪ 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか 5 1 1

⑫ 平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ細やかに設定して支援しているか 5 2

⑬ 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス

計画を作成しているか
6 1

⑭ 支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担につい

て確認しているか
7

⑮ 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い､気

付いた点等を共有しているか
7

⑯ 日々の支援に関して正しく記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている

か
6 1

⑰ 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断して

いるか
7

⑱ ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わせて支援を行っているか 6 1

⑲ 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわ

しい者が参画しているか
6 1

業

務

改

善

環
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・

体

制

整

備
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援

の
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⑳ 学校や関係機関等と支援会議を通じて児童の状況把握に努めているか 6 1

㉑ 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で

情報共有と相互理解に努めているか
3 2 2

㉒ 学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所から障害福祉サービス事業所等へ移行する

場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか
6 1

㉓ 児童発達支援センターや発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を

受けているか
4 1 1 1

㉔ 放課後児童クラブや児童館との交流や、障害のない子どもと活動する機会があるか 2 1 3 1

㉕日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理

解を持っているか
7

㉖保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対してペアレント･トレーニング等の

支援を行っているか
2 4 1

㉗ 運営規程、支援の内容、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか 5 1 1

㉘ 保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行ってい

るか
3 4

㉙ 子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者

に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか
7

㉚定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に

対して発信しているか
6 1

㉛個人情報に十分注意しているか 6 1

㉜障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか 7

㉝事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っているか 2 3 1 1

㉞ 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアルを策定し、職員や保護

者に周知しているか
3 2 1 1

㉟ 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか 7

㊱ 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか 7

㊲ どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、子どもや保

護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか
6 1

㊳ 食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか 7

㊴ ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有しているか 7

非

常
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12．今後の課題（事業所向け） 

改善点  

問 1.利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切であるか。 

→落ち着きルームを作る。一人になりたいときになどの有効活用ができている。 

 

問 2.職員の配置数は適切であるか。 

→職員が多い日と少ない・足りない日がある。 

 

問 3.事業所の設備等について、バリアフリー化の配慮が適切になされているか。 

→建物バリアフリー化は難しいが、安全面への配慮をしている。危険個所への注意を促している。 

 

問 4.業務改善を進めるための PDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 

→時間を取り話し合えている 

 

問 5.保護者等向け評価表を活用する等によりアンケート調査を実施して保護者等の意向等を把握し、業務改善につ

なげているか。 

→事業部内で話し合えている。 

 

問 6.この自己評価の結果を、事業所の会報やホームページ等で公開しているか。 

→ホームページで公開をしているが、周知が不足している部分もあるため、入り口など情報を提示していく。 

 

問 7.職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保しているか。 

→施設内で行うと共に、個人で受けられる研修の情報提供を施設内で行っている。 

 

問 8.アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス

計画を作成しているか。 

→面談や利用日などに保護者から本人の様子や希望など現在、求めていることをうかがっている。 

 

問 9.子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用しているか。 

→心理検査等の結果を活用している。 

 

問 10.活動プログラムの立案をチームで行っているか。 

→打合せする日時を事前に決めて話し合いを行っています。 

 

問 11.活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 

→固定化しないよう全スタッフで意見を出し合っています。 
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問 12.平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ細やかに設定して支援しているか。 

→課題ではなく成功体験につながるような活動を準備している。 

 

問 13.子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成している

か。 

→個別の活動時にも集団活動の要素を取り入れるなど工夫をしている。 

 

 問 14.支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担について確認しているか。 

→事前の様子を振り返り当日の内容などを確認をしている。 

 

 問 15.支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有し

ているか。 

→次の日に振り替り共有ができている。 

 

問 16.日々の支援に関して正しく記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 

→正しい記録を残し、支援の検証、改善につなげている。 

 

問 17.定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断しているか。 

→計画書についてあいまいな部分があった。今後、見直しについて判断をしていけるように努める。 

 

問 18.ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わせて支援を行っているか。 

→定期的にガイドラインの見直しを行う。 

 

問 19.障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画してい

るか。 

→最も関わりがあり、その子の状況に精通した者が参加している。 

 

問 20.学校や関係機関等と支援会議を通じて児童の状況把握に努めているか。 

→日々、児童の状況把握に努めている。 

 

問 21.就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解

に努めているか。 

→よりよい支援ができるように情報共有と相互理解につとめている。 

 

問 22.学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所から障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支

援内容等の情報を提供する等しているか。 

→適切な書類を作成している。また相談員と話し合いがある。 

問 23.児童発達支援センターや発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けているか。 

→各関係機関と重要な話し合いをする場合がある。 
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問 24.放課後児童クラブや児童館との交流や、障害のない子どもと活動する機会があるか。 

→公園に遊びに行った際、交流が持てているときがある。 

 

問 25.日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 

→ミーティングを行っている。 

 

問 26.保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対してペアレント･トレーニング等の支援を行っているか。 

→適宜行っている。 

 

問 27.運営規程、支援の内容、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 

→適宜行っている。  

 

問 28.保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っているか。 

→進路のことなども含めて意識決定支援の枠組みから漏れないよう気をつけたい。 

 

問 29.子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、苦情があ

った場合に迅速かつ適切に対応しているか。 

→その都度、迅速に対応し、スタッフ間で共有をし、適切な対応に努めている。 

 

問 30.定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信している

か 

→会報誌、ホームページ、インスタグラムで定期的に発信をしている。情報発信を強化していく。 

 

問 31.個人情報に十分注意しているか。 

→取扱いに十分に注意している。 

 

問 32.障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 

→意思の疎通、情報伝達がスムーズに行われるようそれぞれにあった対応を考えている。 

 

問 33.事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っているか。 

→現在の、地域住民の方を招待する機会が設けられていない。今後検討していきたい。 

 

問 34.緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアルを策定し、職員や保護者に周知している

か。 

→各マニュアルを策定し訓練、話し合いを行っているが、保護者に対して通知できているかは確認不足。 

 

問 35.非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 

→定期的に計画をしている。 
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問 36.虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 

→施設内で定期的な確認を行っている。 

 

問 37.どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に

説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 

→現在は対象のことがいないが、契約時に確認と説明をしている。施設内で定期的な確認を行っている。 

 

問 38.食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 

→契約時と定期面談時に、確認をしている。おやつを決めるときに、アレルギーの確認をしている。スタッフが

確認しやすい表があると良い。 

 

問 39.ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有しているか。 

→ヒヤリハット報告・事故報告書を作成している。ミーティング時に確認と今後の対応について話し合いをして

いる。 

 


